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· 欠席者は必ず後日、確認しておくこと。
＜連絡事項＞

・南山苑の褥瘡評価もデザインＲを導入していきます。

・曜日、会場の固定をし出席率の向上を図っていきます。（平賀IOO）

【計画概要】　

褥瘡は高齢者や体力が低下している患者（利用者）様にとっては非常にリスクが大きい物である。委員会では、入院・入所時に褥瘡リスクアセスメントを行い、必要に応じて介入し、これらの活動を通して褥瘡の発生の減少を目指す。
【事業目標】　

1.入院時・入所時より褥瘡に対しての重傷度・ADL・栄養状態のアセスメントができ、予防、適切なケアが出来る。

2.職員の知識習得ができ、早期発見・早期対応が出来る。

【達成目標】
１、報告書の統計・保管
（１）統計について
①褥瘡（持込・発生）報告書、退院（未治癒）報告書、治癒報告書を各委員が中心となり、状況に応じて提出する（病院では、昨年度と同様にマニュアルに沿って実施する）。
②委員会開催後に毎月の集計した物を各病棟、各フロアへ申し送り職員全員へ把握して頂く。
③報告書の内容は、WIZの掲示板に掲載し、全スタッフが把握できるにする。

④データ管理、毎月の人数を把握をしていく。

（２）保管について
　　　病院　：原本を診療録へ綴じる。　　　南山苑：原本を経過録へ綴じる。
　　　※保管責任者は、青南病院・南山苑1名ずつ決め、実施していく。書類の紛失がないように、作成から提出までの流れを一覧表にしてどこまで進んでいるのか明確にしていく。
　２、予防診療計画書、診療計画書に基づいた対策の実施・評価・保管
（１）予防診療計画書の作成
①入院患者様対象にＯＨスケールでの評価
②予防看護計画の立案（危険リスクの高い患者様に対して）
③栄養士の視点からみた栄養状態評価
（２）診療計画書の作成
①ＤＥＳＩＧＮでの褥瘡評価
②マットレス・予防用具の選択
③ケア・治療法の選択
（３）実施・評価・指導
日常生活自立度が低く褥瘡発生の危険性が比較的高い患者様や既に褥瘡の発生している患者様に対し、診療計画・看護計画書の作成を実施する。計画書が適切に実行され治療に反映されているか管理していく。診療計画は定例委員会にて評価し、問題点など検討して現場のスタッフへ指導していく。
（４）保管
診療計画書は作成後、各部署の委員が原本を診療録へ綴じ、パソコン内でデータ保存とする。
※報告書と同様に書類の紛失を防ぐ為に作成から提出までの流れを一覧表にしてどこまで進んでいるのか明確にしていく。
　３、勉強会の実施
資料については委員会で準備し、委員が主となる。
［内容］
1.褥瘡とは「皮膚の構造･好発部位･原因」

2.褥瘡予防について

3.褥瘡予防の食事について

4.ラップ療法と深度別ケアの実際について

5.予防具の使用方法について

　４、ラウンド
　　　実施日：毎月1回（委員長・副委員長・委員）

～　褥創発生者の確認と処置の評価　検討　～

＜東病棟＞

新たな褥創発生者なし。

＜南病棟＞

新たな褥創発生者なし。

高リスクの方

高橋礼子様

＜西病棟＞

新たな褥創発生者なし。

＜北病棟＞

新たな褥創発生者なし。

＜南山苑＞

新たな褥創発生者なし。

〔2階〕

・中居　キミ様～左仙骨、右大転子部：ゲーベン+ガーゼ

　　　　　　　　左大転子部：イソジンシュガー+ガーゼ

・勝田　ヒモエ様～左背部：ゲーベン＋ガーゼ

・多田　うめ様～仙骨部：①イソジンシュガー＋ガーゼ②フィブラストスプレー5回噴霧+ガーゼ

　　　　　　　　左臀部：アズノール+ラップ

　　　　　　　　右踵部：ゲーベン+ガーゼ

・高島　吉太郎様～両踵部：アズノール＋ガーゼ
　　　　　　　　　仙骨部：イソジンシュガー+ガーゼ

・宮木　吉蔵様～臀部：アズノール＋ラップ
　　　　　　　　仙骨部：アズノール+ラップ
・工藤　豊様～仙骨部：アズノール+ラップ
　　　　　　　右踵部：アズノール+ガーゼ
　　　　　　　臀部：アズノール+ラップ
・上舘　ユキ様～仙骨：アズノール+ラップ

・鹿島　貞子様～仙骨部：アズノール+ガーゼ

　　　　　　　　左踵部：アズノール+ガーゼ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上継続

＜南寿の里＞

・高リスクの方１名軽減傾向にある。

＜五福＞
新たな褥創発生者なし。

※次回　定例委員会

6月3日（水）15:30～　病院2階会議室

